
学校教育目標 「心は一つ八景小！ 自分らしさを発揮し、認め合い、思い合い豊かに生きることができるようにします」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鳥の目 虫の目 魚の目 
                                           

児童支援専任  藤本 由佳 
 
 
 今年度は、多くの子どもたちとかかわることができ、多くの成長に出会うことができまし
た。先日、いつも気持ちのいい挨拶をしてくれる高学年の数人から 
「相談があります。」 
と、言われました。その内容は、友達関係のことでした。話を聞き、自分自身が小学生の頃、
似たことで悩んだことを伝えました。けれど、友達を傷つけることにならないようにしてい
きたいと話しました。担任とともに、その姿を見守っていました。何日か経ち 
「あの時、相談したことは自分たちで話をして解決できました。」 
そう報告を受けたのです。一人一人に話を聞き、困りの解消に繋がるように大人がかかわる
ことも多くあります。時には、自ら考え、自分たちでやろうとしているその意欲と力を信じ、
心配の先回りをしない、引き算の支援も大切にしたいと感じました。毎日顔を合わせている
と、今見えている姿で子を見つめ、望ましい姿へ導こうと、つい急いでしまうことがありま
す（家庭での私にもあるかも…）。鳥が、空高く着地する場所を見据えるように、少し離れ
たところから、子どもの成長を長い目で応援すること、距離を取れなくても少し俯瞰して見
つめようとする「目」をもつ大切さを感じました。 
 
また、暮れに久しぶりに 1 年生の給食の下膳を一緒にしました。春

に担任とともに配膳の仕方、挨拶の仕方を指導した頃の調子で給食室
へ向かいました。すると 
「もう先生が言わなくても、自分たちでやれるよ。」 
と、言うのです。そして、給食室から教室に戻るまでの片づけや挨拶な
ど慣れた調子でこなしていくのです。心配を抱えて登校していたあの
子が、同じ当番の友達とペースを合わせて誇らしそうに片付けていま
した。日々、経験を重ねてきた子どもたちの成長に感動したときでし
た。複眼をもつ虫が、様々な角度から見ることができるように、一つの場面や情報で子ども
を判断することなく、多角的に見つめる「目」をもちたいと思ったときでした。 
 
今年度もまとめの時期が近づきました。一年の節目を大切にしつつ、子どもたちの未来の

姿へ想像を膨らませ、八景の子どもたちと過ごしていきたいと思います。コロナ禍を経て、
学校の在り方も転換期が訪れています。これからの時代を生きる子どもたちに、将来必要な
力は、予測が付きにくい未来へ対応できる力、答えの出ない事態に耐える力だともいいます。
魚が水の流れに合わせて泳ぐ目をもつように、学校も社会の流れに合わせ、教育活動を創造
していきたいと思います。 
 
―「鳥の目」「虫の目」「魚の目」 

そんな子どもを見つめる目をもって、他にどんな見つめる目があるのか子どもたちの姿から
探していきたいと思います。 
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